
ト
ル
フ
ァ
ン
発
見
田
土
文
書
の
性
質
に
つ
い
て

『
敦
燈
吐
魯
番
社
会
経
済
資
料
』
（
上
）
を
読
む
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宮

奇

筒【
「

定

～

【
要
約
ロ
　
大
正
の
初
年
、
大
谷
探
険
隊
が
ト
ル
フ
ァ
ン
で
発
見
将
来
し
た
田
土
関
係
文
書
が
此
度
、
西
域
交
化
研
究
会
の
手
で
整
理
研
究
さ
れ
、
　
『
西
域
文
　
〃

化
研
究
第
二
一
毒
煙
吐
魯
番
社
会
経
済
史
料
』
（
上
）
の
中
で
公
表
さ
れ
た
。
西
嶋
定
生
、
西
村
元
佑
氏
の
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
理
土
文
書
が
　
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

欝
繕
鍵
齢
輔
繋
讃
鱒
浦
贈
軽
饗
癬
簿
騨
脚
羅
隔
離
繋
欝
欝
　

屯
田
法
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
恐
ら
く
八
世
紀
中
葉
の
ト
ル
フ
ァ
ン
で
は
均
田
法
か
ら
屯
田
欄
へ
の
切
換
え
が
進
行
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
大
谷
探
険
隊
将
来
文
書
の
綜
合
的
研
究
を
蔭
的
と
し
て
出
発
し
た
西
域
文
化

研
究
会
は
先
に
出
し
た
『
西
域
文
化
研
究
第
一
・
敦
燈
仏
教
資
料
』
に
引
続
き
、

そ
の
第
…
…
た
る
『
敦
煙
吐
魯
番
社
会
経
済
資
料
』
（
上
）
を
公
刊
し
た
。
A
4
判
、

太
・
文
四
六
ゴ
鴬
貝
、
英
文
梗
概
五
五
頁
、
中
央
ア
ジ
ア
研
究
・
叉
献
目
録
和
文
編
二

七
頁
、
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版
五
十
葉
、
総
計
六
百
頁
を
越
え
る
彪
診
た
る
大
冊
で

あ
る
。
円
行
の
辞
、
は
し
が
き
を
除
い
て
本
文
は
、

　
千
仏
巌
莫
高
窟
と
敦
埋
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
波
　
利
貞

膚
末
五
代
の
敦
燵
寺
院
佃
戸
関
係
交
書

　
　
一
人
格
的
不
自
由
規
定
に
つ
い
て
一

佃
人
文
書
の
研
究

　
　
－
唐
代
前
期
の
佃
人
制
一

吐
魯
番
出
土
文
書
よ
り
見
た
る
均
国
禍
の
施
行
状
態

　
　
一
1
給
田
文
書
・
退
田
文
書
を
中
心
と
し
て
一

唐
代
吐
魯
番
に
お
け
る
均
田
鋼
の
意
義

　
　
…
1
大
谷
探
検
隊
将
来
・
欠
田
文
書
を
中
心
と
し
て
一

仁
井
田
　
陞

周
藤
　
吉
之

繭
嶋
　
定
生

西
村
　
元
佑
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吐
魯
番
出
土
北
餓
文
警

　
　
i
中
言
駅
伝
制
度
史
上
の

｝
資
料
一

大
庭
　
　
脩

鷲
搬
雛
綱
響
洋
舞
古
峯
暴
描

堀
賢
雄
照
域
旅
行
日
記
e

小
笠
原
宣
秀

と
い
う
内
容
で
、
著
旛
も
録
々
た
る
顔
触
れ
で
あ
り
、
資
料
も
従
来
殆
ん
ど
発

表
さ
れ
な
か
っ
た
珍
志
す
べ
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
多
く
は
極
め

て
零
細
な
断
片
な
の
で
、
こ
れ
を
補
修
整
理
し
て
学
問
的
に
利
用
出
来
臨
る
ま
で

忙
多
大
の
労
苦
を
払
わ
れ
た
本
書
の
著
者
に
薄
し
て
先
ず
深
甚
の
敬
意
を
表
し

た
い
。
中
で
も
特
に
私
の
興
味
を
ひ
い
た
の
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
繊
土
の
田
土
関

係
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
書
の
中
で
も
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
即
ち
前
記
中
、
周
藤
・
西
嶋
・
西
村
丁
零
の
研
究
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
大
谷
探
険
隊
が
将
来
し
た
こ
の
貴
重
な
る
資
料
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
敦
等
辺

で
発
見
さ
れ
た
均
賦
文
書
と
は
頗
る
形
式
を
異
に
し
た
新
種
類
の
田
土
関
係
文

霧
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
今
回
宝
達
に
よ
っ
て
、
佃
人
文
書
・
給
田
謬
説
・
墨
田

交
諜
・
藍
田
文
書
と
分
類
し
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
中
、
佃
人
文
欝
は
時
代
が
古

く
則
天
武
后
時
代
の
も
の
が
主
で
あ
っ
て
鋼
天
文
掌
が
使
わ
れ
た
り
し
て
い
て

少
し
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
三
種
の
多
く
は
蘭
元
時
代
の
も
の
と
冤

ら
れ
、
互
い
に
績
関
連
す
る
内
容
を
も
つ
。
私
の
興
味
も
従
っ
て
最
も
深
く
こ

の
三
種
田
土
文
書
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
鉱
煙
に
な
る
の
は
西
嶋
無
の
研
究
で
あ
る
損
、
正
直
に
陣
す
と

私
は
こ
の
論
文
を
読
ん
で
非
常
に
判
り
に
く
く
感
じ
た
。
こ
の
理
解
し
に
く
い

原
悶
は
ど
う
も
事
実
と
仮
説
と
の
間
の
境
界
が
判
然
と
し
て
い
な
い
点
か
ら
く

る
ら
し
い
。
先
ず
第
一
に
こ
れ
ら
の
文
書
は
均
田
交
書
と
し
て
恰
も
自
明
の
理

の
如
く
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
れ
は
事
実
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
或
い

は
著
轡
の
仮
説
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
し
も
田
土
の
収
擾
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
が
均
田
制
で
あ
る
と
い
う

の
な
ら
ば
、
私
は
そ
れ
は
ま
だ
仮
説
の
域
を
出
な
い
筈
だ
と
欝
い
た
い
。
他
に

・
も
田
土
の
収
授
を
行
う
田
制
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
先
ず
こ
の
根
本
問

題
か
ら
出
発
し
て
貰
い
た
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
希
望
は
西
村
氏
に
対
し
て
も

同
様
で
あ
る
。

　
次
に
私
が
読
過
中
に
気
付
い
た
こ
と
は
、
数
の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
の
疑
問

で
あ
る
。
　
私
は
統
計
学
を
習
っ
た
こ
と
が
な
い
が
、
　
こ
の
中
で
極
め
て
例
外

的
な
事
例
が
、
殆
ん
ど
疑
わ
れ
も
せ
ず
に
、
普
通
に
あ
り
ふ
れ
た
事
例
と
等
衝

値
の
如
く
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
危
棋
の
念
を
抱
く
。
例
え
ば
　
易
、
二

百
と
い
う
言
葉
が
極
め
て
稀
に
、
例
外
的
に
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
普
遍
的
に

現
わ
れ
る
霊
易
と
並
べ
て
、
そ
の
存
在
が
恰
も
自
明
の
理
の
よ
う
に
級
わ
れ
で

い
る
が
、
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
も
の
か
。
抑
も
例
外
酌
な
事
象
は
、
原
来
は
普

遍
駒
な
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
偶
然
に
少
数
だ
け
残
存
し
、
従
っ
て
そ
こ
に
も

普
遍
的
な
真
実
が
宿
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
不
明

で
あ
っ
た
全
体
の
説
朋
が
つ
く
よ
う
な
場
合
と
、
例
外
は
そ
れ
自
体
に
無
価
値
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で
、
錯
誤
若
し
く
は
騎
形
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
、
無
視
し
て
よ
い
、
黒
い
紘

無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
そ
の
辺
の
検
討
が
太
・
研
究
に
お

い
て
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
私
は
本
書
を
批
評
す
る
た
め
に
、
普
遇
と
は
少
し
異
っ
た
方
法
を
と
り
た
い
。

私
が
聴
に
興
味
を
感
ず
る
の
は
田
土
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
文
譲
は
藤
め
て
零

細
な
史
料
の
寄
集
め
で
あ
り
、
見
様
に
よ
っ
て
は
何
と
で
も
解
釈
が
つ
き
、
又

色
々
な
見
方
の
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
不
幸
に
し
て
私
は
本
書
を
読
み
な

が
ら
、
著
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
行
く
よ
り
は
、
全
く
別
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
進
ん
で
行
っ
た
。
そ
し
て
著
潜
た
ち
の
整
理
さ
れ
た
史
料
を
そ
の
ま
ま
に
使

・
つ
て
、
全
く
別
な
結
論
を
ま
と
め
て
見
た
の
で
あ
る
。
寧
ろ
こ
の
私
の
考
え
を

そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
方
が
、
本
書
に
対
す
る
よ
り
よ
い
批
評
の
方
法
だ
と
思
う
。

　
そ
こ
で
私
は
、
た
っ
た
今
、
自
分
自
ら
言
っ
た
こ
と
を
自
ら
実
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
工
臨
に
陥
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
事
実
と
仮
説
と
を
明
確
に
区
直

す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
私
の
推
理
を
四
段
階
に
分
ち
、
仮
説
の
上
に
仮
説
を

重
ね
る
方
法
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
お
け
ば
後
人
が
私
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
時

に
、
そ
れ
が
ど
の
段
階
で
行
わ
れ
た
か
を
即
座
に
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
田
・
部
田
と
は
何
か

　
い
わ
ゆ
る
欠
田
文
書
、
給
田
文
書
に
は
殆
ん
ど
凡
て
の
場
合
、
常
田
・
部
田

な
る
記
入
が
あ
6
。
こ
の
記
入
は
剛
臆
文
書
に
は
見
え
な
い
が
、
棚
中
重
文
雷

に
は
存
在
す
る
か
ら
、
柳
中
級
・
高
暑
県
を
含
む
西
州
管
下
で
行
わ
れ
た
田
種

別
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
部
田
の
野
合
、
単
に
部
田
と
の
み
あ
る
場
合
と
、
都
田

三
易
と
続
け
た
場
合
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
別
に
部
田
蔵
開
が
一
例
、
部
里

易
と
い
う
の
が
三
例
あ
る
。
こ
れ
は
抑
も
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
三
易
二
一
易
・
一
室
と
い
う
文
字
は
常
田
に
は
決
し
て
現
わ
れ
ず
、
多
く
は

部
田
の
次
に
続
く
か
ら
こ
こ
で
当
然
部
田
と
は
易
田
に
関
係
あ
る
田
土
だ
と
い

・
）
想
像
が
つ
く
が
、
部
国
に
い
う
一
嘗
・
二
念
二
一
一
易
と
は
抑
も
ど
う
い
う
意

味
で
あ
る
か
を
考
え
て
見
た
い
。
と
い
う
の
は
請
田
の
数
え
方
に
古
来
二
通
り

の
方
法
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
周
礼
大
司
徒
の
条
に
、

　
不
易
之
地
。
家
百
畝
。
一
陣
之
地
。
家
二
百
畝
。
再
易
之
地
。
象
三
衝
畝
。

と
あ
り
、
ま
た
漢
書
食
貨
志
上
に
、

　
民
受
田
。
上
田
夫
百
畝
。
中
田
夫
二
百
畝
。
下
田
夫
三
百
畝
。
歳
耕
種
者
。

　
為
不
易
上
田
。
体
一
歳
着
。
為
一
易
中
田
。
休
ご
歳
者
。
為
再
易
下
田
。

と
あ
る
は
、
何
れ
も
二
年
一
回
耕
作
す
み
地
を
一
瓶
と
よ
び
、
一
二
年
ム
回
耕
作

す
る
地
を
再
易
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
二
年
一
耕
を
一
領
と

い
う
の
は
よ
い
が
、
三
年
一
耕
を
再
易
と
い
う
の
は
、
言
葉
が
少
し
お
か
し
い
。

こ
う
い
う
場
合
に
は
寧
ろ
、
法
事
の
周
忌
が
一
周
忌
か
ら
三
周
忌
へ
と
ぶ
よ
、
）

に
、
一
易
か
ら
三
易
へ
と
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
周
注
疏
で
は
．
質
公
彦

が
苦
し
い
説
胴
を
し
て
い
る
が
、
唐
代
に
は
三
年
一
耕
の
地
を
三
三
と
言
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
呼
び
方
は
北
魏
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
㎜
幽
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わ
れ
る
。
曝
書
食
貨
志
に
、

　
均
給
天
下
民
田
。
諸
男
夫
十
五
以
上
。
日
露
田
四
十
畝
（
中
略
）
。
所
授
之

　
田
。
事
倍
之
。
三
易
之
田
。
再
倍
之
。
以
供
無
休
及
還
受
之
盈
縮
。

と
あ
る
前
半
の
意
味
は
、
三
男
一
人
に
対
し
露
麟
四
十
畝
を
給
す
る
が
、
こ
れ

は
二
年
に
一
図
耕
作
す
べ
き
土
地
な
の
で
、
実
際
に
は
そ
の
二
黒
、
即
ち
八
十

畝
を
給
す
る
こ
と
を
い
う
（
こ
れ
を
正
田
・
倍
閃
と
い
う
の
で
あ
る
）
。
さ
て

そ
の
次
の
句
は
、
こ
れ
を
卒
然
と
よ
め
ば
、
恰
も
「
三
年
一
耕
の
再
易
の
田
な

ち
ば
そ
の
比
例
で
百
二
十
漱
を
給
す
」
と
あ
み
べ
き
所
を
略
し
て
次
へ
と
ん
で
、

「
四
年
一
耕
の
三
苫
田
な
ら
ば
、
百
六
十
畝
を
給
す
」
と
需
っ
て
い
る
よ
う
に

も
受
取
れ
る
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
む
し
ろ
二
年
一
耕
の
地
を

倍
田
と
称
し
（
こ
れ
が
再
易
で
あ
り
）
、
　
次
に
こ
れ
に
続
く
三
年
一
耕
の
地
を

一二

ﾕ
と
称
し
、
　
「
再
話
之
」
と
は
、
更
に
一
回
分
の
お
ま
け
を
つ
け
る
、
つ
ま

り
三
倍
す
る
と
の
意
味
ら
し
い
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
一
曹
と
再
易
と
が

区
別
な
く
、
同
一
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
々
の
言
葉

に
も
よ
く
あ
る
例
で
、
豊
本
語
で
一
倍
と
二
倍
と
は
同
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

倍
と
い
う
字
自
体
に
そ
う
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
少
し
趣
が

違
う
が
、
　
一
周
恐
と
二
周
忌
（
あ
り
と
す
れ
ば
）
も
同
意
味
に
な
る
。
こ
こ
で

易
と
い
う
文
宇
も
自
体
に
取
換
え
る
意
味
が
あ
る
か
ら
、
易
田
で
倍
田
の
意
味

慰
も
つ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
唐
令
に
お
け
る
易
田
の
規
定
（
仁
井
国
博
士
・

『
臨
旧
ム
罪
拾
遣
』
　
｛
ハ
一
〇
百
ハ
以
下
）
　
に
」
、

　
（
武
徳
七
年
〕
其
勉
有
薄
厚
。
歳
一
易
者
。
倍
授
之
。
寛
郷
三
易
者
不
倍
授
◎

と
あ
る
前
半
の
意
味
は
、
口
分
田
の
歳
一
易
、
即
ち
二
年
一
耕
な
る
も
の
は
倍

額
を
給
す
と
い
う
の
で
こ
れ
に
は
問
題
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
後
半
の
意
味
は
本

文
だ
け
で
は
明
瞭
で
な
い
が
、
恐
ら
く
中
間
に
省
略
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
　
「
上
の
倍
授
の
規
定
は
、
寛
郷
に
於
て
の
み
行
わ
れ
る
の
で
、
狭
郷
に

て
は
適
用
し
な
い
」
と
い
う
一
句
が
当
然
こ
こ
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば

そ
の
次
は
、
寛
郷
に
て
も
三
豊
田
だ
か
ら
と
い
っ
て
二
倍
に
慮
め
、
三
倍
は
加

給
せ
ぬ
、
と
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
三
碧
田
は
三
年
一
耕
作
の
土

地
の
謂
で
あ
り
、
四
年
一
耕
の
地
を
　
】
疑
う
の
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た

　
〔
開
元
二
十
五
年
〕
其
事
口
分
田
者
。
節
制
則
倍
給
。
寛
郷
三
易
以
上
者
。

　
衡
依
郷
法
易
給
。

と
あ
る
も
、
前
半
は
前
と
同
様
で
あ
っ
て
、
た
だ
後
半
は
寛
郷
三
易
の
場
舎
に

は
追
湘
支
給
可
能
の
途
を
残
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
所
が
武
徳
令
と
異
っ
た
点

で
あ
る
。
結
局
、
三
年
一
耕
の
易
田
の
命
名
法
に
は
、
漢
以
前
の
方
法
と
、
北

下
・
唐
の
方
法
と
二
様
式
あ
る
わ
け
で
、
之
を
比
較
す
る
と
次
蓑
の
よ
恒
）
に
な

る
。

　
そ
こ
で
塞
論
に
立
返
る
と
、
ト
ル
フ
ァ
ン
発
見
田
土
文
書
に
見
え
る
蔀
田
は
、

北
魏
均
田
法
に
お
け
る
黒
田
に
掘
遷
す
る
。
倶
し
北
魏
に
お
い
て
は
窪
田
八
十

畝
の
中
、
四
十
敵
が
正
館
で
h
他
の
四
十
漱
が
倍
田
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
二
年

一
耕
で
あ
る
か
ら
、
毎
年
正
田
と
倍
瞬
と
が
入
れ
か
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
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周
礼
・
漢
書
食
貨

志
・

一
年
　
耕

不
易
上
田

二
　
空
耕
｛
三
年

一
易
中
濁

一
耕

北
魏
均
田
法

唐
　
均
　
田
　
法

ド
ル
フ
ア
ン
文
書

桑

田

永
業
田
・
口
分

田常

田

露
・
（
正
潤
倍
田
）

　　昇

監理i

融
v

都
　
　
　
　
田

賜
霞
二
易

再
易
下
田

三
易
之
田

口
分
随
三
易

部
田
三
易

で
露
田
八
十
畝
全
体
が
倍
田
と
欝
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
に
お
い
て
、
単
に
部
田
と
あ
る
は
、
こ
の
よ
う
な
意
昧
の
こ

年
一
耕
の
倍
田
で
あ
る
。
そ
し
て
部
田
三
易
と
あ
る
は
、
剛
兵
均
田
法
に
お
け

る
三
易
濁
と
隅
じ
く
、
三
年
一
耕
の
土
地
に
外
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
こ
こ
に
残
る
問
題
は
、
部
田
一
易
、
部
田
二
易
な
る
文
字
が
極
め
て
稀

に
も
せ
よ
、
現
実
に
存
在
す
る
の
を
何
と
解
す
べ
ぎ
か
で
あ
る
。
前
述
の
如
く

蔀
鐵
は
即
ち
画
嚢
の
倍
田
（
厳
密
に
は
北
魏
の
正
・
倍
田
を
含
せ
丸
苗
田
）
に

当
り
、
二
年
一
耕
の
土
地
と
す
れ
ば
、
　
一
易
も
二
易
も
、
事
実
は
等
し
く
二
年

一
耕
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
あ
っ
て
も
無
く
て
も
よ
い
竿
と
し
て
無
視
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
併
し
公
文
書
の
形
式
と
し
て
は
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
文
字

を
、
更
に
ま
た
書
い
て
も
書
か
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
法
は
な
い
。
私
は
蔀
田

一
易
、
部
田
二
易
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
・
何
か
の
錯
誤
が
残
っ
た
も
の
と
理
解

し
た
い
。

　
本
書
の
中
に
は
、
部
田
一
易
と
書
い
た
も
の
三
例
、
部
田
屋
易
と
書
い
た
も

の
が
一
例
、
そ
の
外
に
、
賜
田
一
易
、
賜
田
二
易
と
書
い
た
も
の
が
各
一
例
ず

つ
あ
る
。
そ
の
中
で
賜
田
二
易
（
三
二
五
頁
、
　
二
三
藁
号
交
書
）
と
あ
る
の

は
問
題
が
な
い
。
何
と
な
れ
ば
そ
の
賜
田
は
部
田
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
若

し
賜
田
で
な
け
れ
ば
単
に
部
田
と
の
み
あ
れ
ば
十
分
で
、
二
易
と
は
書
き
こ
ま

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
既
に
一
易
と
二
易
と
が
同
じ
く
二
年
一
耕
の
意
味
で
、
賜
田
の
丁
合
に
二
易

と
い
う
一
宇
が
使
っ
て
あ
っ
た
と
す
る
と
、
田
籍
で
は
必
要
の
場
合
に
ほ
二
易

と
書
き
、
｝
易
な
る
文
宇
は
使
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
5
。
私
の

考
謹
で
は
、
本
書
の
中
で
一
山
な
る
・
文
字
の
四
例
中
、
二
例
ま
で
は
著
考
の
見

落
し
と
し
て
片
付
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
先
ず
一
七
七
頁
、
二
八
五
七
号
文
書

　
　
セ
　
の

の
部
田
壼
易
と
あ
る
の
は
、
図
版
二
九
の
写
真
に
つ
い
て
見
る
と
、
実
は
書
写

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

人
が
始
め
に
壼
と
い
う
字
を
聴
き
、
そ
の
上
か
ら
下
部
の
豆
を
多
と
書
ぎ
改
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
誠
に
面
白
い
事
実
で
、
諮
写
人
は
上
の
方
か
ら
萱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
萱
畝
と
書
い
て
き
た
の
で
筆
が
江
っ
て
、
つ
い
壷
と
書
い
て
了
つ
た
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
誤
り
に
気
が
つ
い
て
慌
て
て
参
に
薩
そ
う
と
し
た
が
、
下
の
半
分
を
射
し
た

だ
け
で
恋
め
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
壷
の
字
の
上
部
が
ぞ
ん
ざ
い
に
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
あ
り
、
参
の
上
部
に
似
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
ま
た
部
田
壷
易
と
い

う
書
き
方
が
抑
も
存
在
し
な
い
書
き
方
な
の
で
、
こ
の
鮭
に
直
し
て
お
け
ば
、
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畿
に
も
壷
易
と
よ
ま
れ
る
心
配
が
な
い
と
い
う
安
心
感
が
彼
を
横
着
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
三
二
七
頁
上
段
、
賜
田
一
易
と
あ
る
の
は
仁
井
田
博
士
岬
、
唐
朱
法
律
文

書
の
研
究
』
六
八
九
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
私
が
不
審
に
思
っ
て
原
本
に

轟
っ
て
見
る
と
、
一
の
字
の
側
に
も
と
疑
問
符
（
？
　
）
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
賜
田
は
城
南
五
里
と
あ
り
、
こ
の
す
ぐ
後
に
出
て
く
る
賜
田
三
蹟

も
城
爾
五
里
と
あ
り
、
距
離
も
近
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
先
の
賜
田
一
志
は
恐

ら
く
三
易
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
す
る
と
あ
と
に
残
る
の
は
一
七
八
頁
、
二
八
六
〇
号
交
書
中
の
部
田
幕
臣
と
、

図
版
一
九
、
一
、
二
四
四
号
文
書
中
の
部
田
一
易
だ
け
で
あ
る
が
、
何
百
例
中
の

只
二
例
で
あ
る
か
ら
、
私
は
こ
れ
も
筆
写
人
が
書
き
誤
り
な
が
ら
そ
の
誤
り
を

見
落
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
特
に
後
者
は
上
か
ら
急
撃
乱
撃
と
続
い
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
気
に
な
る
の
は
、
三
三
〇
頁
上
段
の
町
中
県
戸
籍
中
に

見
え
る
部
田
戴
易
の
文
掌
で
あ
る
が
、
異
質
の
文
書
で
あ
る
か
ら
何
と
も
言
え

な
い
。
暫
く
疑
い
を
存
し
て
お
く
外
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
通
一
巻
一
一
、
屯

田
の
条
に
開
元
二
十
五
年
の
令
を
引
ぎ
、

　
易
田
之
処
。
各
依
郷
原
。
量
事
加
数
。

と
あ
り
、
易
田
の
や
り
方
は
夫
々
の
土
地
の
慣
習
法
に
よ
っ
た
か
ら
、
御
中
梁

で
は
高
三
舞
で
い
う
三
易
の
こ
と
を
二
易
と
呼
ん
だ
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　
既
に
部
田
は
借
田
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
実
際
に
は
蔀
の
字
を
以
て
倍

と
読
ん
で
い
た
か
も
知
れ
ず
、
恐
ら
く
こ
れ
は
こ
の
地
方
の
地
方
的
習
澱
で
あ

ろ
う
。
い
っ
た
い
漢
字
は
麿
申
期
ま
で
形
の
桐
似
た
も
の
は
糊
通
じ
て
用
い
て

い
た
の
で
、
現
今
の
よ
う
に
厳
密
に
区
別
し
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
先
ず
次
の
よ
う
な
仮
説
が
成
立
す
る
。

　
〔
仮
説
圏
〕
　
ト
ル
フ
ァ
ン
・
洋
書
の
田
籍
に
見
え
る
常
田
は
通
常
田
の
意
味
で
、

毎
年
耕
作
可
能
の
土
地
。
部
田
は
蒲
田
で
、
隔
年
耕
作
す
べ
き
土
地
。
三
年
一

圓
耕
作
す
る
土
地
は
、
部
田
三
輪
と
書
く
。
部
田
二
易
と
い
う
表
現
は
可
能
で

あ
る
が
、
普
通
に
は
用
い
な
い
。
賜
田
二
面
ば
志
田
な
る
を
示
す
。
一
書
と
い

5
言
葉
は
田
土
文
禁
中
で
は
用
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
書
誉
田
文
書
を
扱
わ
れ
た
西
村
元
佑
氏
が
結
論
と
し
て
、
常
田
と

は
良
質
の
土
地
で
、
交
字
か
ら
見
て
恒
常
的
に
作
物
の
栽
培
の
で
き
る
止
地
で

あ
り
、
部
田
は
年
々
土
地
を
終
え
ね
ば
な
ら
ず
、
作
物
の
連
作
が
で
き
な
い
劣

等
の
土
地
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
私
は
全
く
同
感
で
あ
る
。

二
　
給
田
の
基
準
額
は
何
回
で
あ
っ
た
か

　
本
書
で
欠
田
文
書
を
担
当
さ
れ
た
西
村
元
佑
氏
は
一
三
三
頁
、
二
、
八
八
八

号
文
書
中
、

　
　
ト
小
感
　
丁
　
欠
常
田
三
畝
　
部
田
翌
翌

と
あ
る
の
が
一
丁
当
り
最
高
欠
田
額
な
る
に
着
目
し
、
最
低
十
畝
が
絵
田
さ
る

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
撃
手
に
は
何
か
も
つ
と
は
っ
き
り
し
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た
平
準
額
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
さ
て
番
田
文
書
が
、
常
田
素
点
、
部
田
何
畝

と
別
々
に
記
載
し
て
い
る
所
か
ら
見
る
と
、
給
田
額
も
常
田
・
部
田
夫
々
に
つ

き
何
畝
と
定
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
際
に
一
応
の
原
則
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
給
田
額
は
円
数
、

又
は
半
円
数
で
あ
っ
た
に
三
障
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
丁
当

り
常
田
の
最
高
欠
田
数
を
見
て
行
く
と
、
二
、
九
一
二
・
二
、
八
八
六
号
文
書
に
、

颪
僧
奴
と
常
思
孝
が
何
れ
も
四
畝
で
こ
れ
が
最
高
で
あ
る
。
外
に
三
・
五
畝
が

二
例
、
三
絶
が
二
例
あ
る
。
併
し
欠
田
四
畝
が
全
欠
の
場
合
、
即
ち
四
畝
そ
の

も
の
が
給
田
額
だ
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
場
合
は
半
円
数
、
即
ち
五
畝
が
常
田

の
給
与
額
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

　
次
に
部
田
の
一
丁
当
り
欠
温
最
高
額
は
、
七
一
な
る
も
の
が
二
例
あ
る
。
こ

の
場
合
も
円
上
を
と
れ
ば
十
畝
と
な
る
。
但
し
こ
れ
は
こ
易
田
の
部
田
の
こ
と

で
あ
り
、
二
易
十
畝
の
部
田
は
常
田
五
畝
に
し
か
当
ら
な
い
。
故
に
も
し
三
易

田
な
ら
ば
十
五
畝
が
必
要
額
で
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
但
し
こ
れ
に
は
多
少
の
説

明
が
い
る
。

　
均
田
法
に
よ
る
給
田
の
際
、
三
易
田
以
上
は
、
武
徳
令
に
よ
る
と
た
と
え
寛

郷
で
も
倍
給
以
上
に
は
追
加
せ
ぬ
と
あ
り
、
開
元
二
十
五
年
令
に
よ
る
と
、
そ

の
土
地
の
習
慣
に
よ
る
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
丁
当
り
給
田
額
が
百
畝
も
の
広

さ
を
標
準
と
す
る
時
は
、
三
易
田
だ
か
ら
と
言
っ
て
三
倍
も
貰
う
必
要
は
な
い

が
、
も
し
今
の
場
合
の
よ
う
に
、
十
畝
や
そ
こ
ら
が
標
準
の
場
合
に
億
、
三
波

田
は
三
倍
を
標
準
額
と
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
く
も
規
定
だ
け
は

そ
う
だ
っ
た
と
思
う
が
、
但
し
之
は
推
定
に
止
ま
る
。
そ
こ
で
次
の
仮
説
が
成

立
す
る
。

　
〔
仮
説
二
〕
　
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
示
す
標
準
給
与
額
は
、
一
丁
当
り
常
田
五

畝
、
二
易
の
部
田
十
畝
、
計
十
五
畝
、
若
し
く
は
常
田
五
畝
、
三
二
の
部
田
十

五
畝
、
計
二
十
畝
で
あ
り
、
何
れ
も
常
田
十
畝
分
に
相
当
す
る
。

　
こ
れ
を
更
に
見
や
す
い
よ
う
表
に
す
れ
ば
、

毎
回
給
田
額
ω

〃
　
　
②

常
田
換
算

常
田5

畝
5
畝

5
畝

都

譲
（
　
易
又
は
二
易
と
云
い
得
る
が
文
霞
に
は
現
わ
さ
な
い
）

15

､
へ
三
易
）

5
畝
分

15
　　　計
畝

20

､
10

､

と
な
る
。
或
い
は
純
理
謹
上
で
は
、
別
説
が
成
立
ち
、
田
土
文
書
の
部
田
は
一

年
一
耕
の
土
地
乏
し
、
一
易
部
田
は
二
年
一
耕
、
二
尊
部
田
は
三
年
一
耕
、
安

易
部
田
は
四
年
一
耕
の
土
地
と
い
う
風
に
考
え
る
説
も
成
立
し
う
る
余
地
が
な

い
で
は
な
い
。
併
し
現
実
の
土
地
制
度
と
し
て
は
そ
ん
な
に
煩
雑
な
や
り
方
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
は
思
え
な
い
。

　
ま
た
文
書
上
に
部
田
一
易
、
部
田
二
丁
と
い
う
文
字
が
出
て
く
る
こ
と
は
出

て
く
る
の
で
、
或
い
は
高
畠
楽
の
他
の
地
域
に
、
実
際
に
広
弼
積
の
一
官
田
、

二
易
田
な
る
土
地
が
あ
り
、
将
来
そ
の
よ
う
な
文
書
が
数
多
く
出
現
す
る
こ
之
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を
期
待
す
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
。
併
し
現
有
の
土
地
文
書
は
、
退
田
給

田
と
い
う
偶
然
な
事
情
を
も
つ
人
間
が
先
ず
現
わ
れ
、
そ
の
人
た
ち
が
偶
然
に

収
擾
さ
れ
た
田
土
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
言
わ
ば
任
意
抽
出
の
効
果
を
期
待
し

う
る
。
即
ち
此
に
現
わ
れ
る
田
土
は
ほ
ぼ
高
愚
県
の
全
域
を
代
表
す
る
も
の
と

し
て
認
め
て
よ
い
と
私
は
信
ず
る
。
従
っ
て
現
に
あ
る
諸
例
か
ら
…
応
の
結
論

を
帰
納
し
て
も
あ
ま
り
早
計
だ
と
は
言
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
で
欠
田
文
書
を
扱
わ
れ
た
西
村
元
佑
氏
が
、
常
田
と
部
田
の
給
与
額
を

総
計
し
た
上
で
比
較
し
、
常
田
漫
読
総
額
は
部
屡
の
そ
れ
の
半
分
に
す
ぎ
ぬ
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
統
計
は
私
の
仮
説
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
欲

を
言
え
ば
、
若
し
も
部
田
を
扱
う
際
に
二
易
と
三
易
と
に
分
っ
て
輝
輝
田
を
二

易
田
の
三
分
の
こ
に
他
筆
し
、
ま
た
欠
田
統
計
で
、
部
田
聞
積
を
二
分
の
「
に

換
算
し
た
上
で
、
常
田
と
の
合
計
欠
・
給
田
額
を
算
幽
さ
れ
た
な
ら
、
私
に
と

っ
て
も
っ
と
好
都
合
で
あ
っ
た
。

三
　
常
田
十
畝
分
の
給
田
額
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

　
本
雷
の
著
者
は
何
れ
も
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文
需
を
も
つ
て
均
田
文
書
と
見
な
し
、

別
に
疑
惑
を
も
た
れ
ぬ
よ
う
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

均
田
文
書
は
敦
燵
文
書
に
よ
る
も
柳
中
山
文
筥
に
よ
る
も
脚
光
が
一
定
し
て
、

そ
こ
に
は
早
堀
・
已
受
・
未
受
と
い
う
形
で
田
数
が
整
然
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
基
本
と
な
る
数
字
は
均
田
怯
の
津
田
規
定
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
て
い
る
。

殊
に
話
中
県
文
謎
の
場
舎
、
実
際
受
田
額
は
甚
だ
地
塁
で
、
永
業
田
の
応
受
分

に
す
ら
満
た
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
未
受
田
に
大
な
る
数
字
を
残
し
て
形
式
を

整
え
て
い
る
。
然
る
に
ト
ル
フ
ァ
ン
文
雷
に
限
り
、
均
田
法
と
は
全
く
異
っ
た

給
田
基
準
額
を
胴
い
、
ま
た
早
雪
受
」
に
代
っ
て
「
欠
」
と
い
う
文
字
を
殊
更

に
使
用
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
も
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
給
田
は
、

均
田
法
と
は
異
っ
た
別
個
の
令
制
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

　
然
ら
ば
均
田
法
以
外
に
、
公
田
の
収
受
規
定
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
屯
田
で
あ
る
。
新
薬
害
巻
五
三
食
貨
志
に
、

　
翻
元
二
十
五
年
詔
。
屯
宵
墨
黒
。
以
歳
豊
凶
為
上
下
。
鎮
戌
地
可
耕
岩
。
人

　
　
む
　
　
む

　
給
十
畝
。
以
供
糧
。

と
あ
り
、
辺
地
の
屯
田
で
は
　
人
の
給
与
額
が
十
畝
で
あ
っ
た
。
こ
の
寵
事
は

詔
と
し
て
あ
る
が
、
同
様
な
規
定
が
田
令
の
中
に
あ
る
を
妨
げ
な
い
。

　
西
州
に
は
盛
大
に
屯
田
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
諸
種
の
史
料
か
ら
推
察
さ
れ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
文
書
の
四
至
に
見
え
な
い
こ
と
を
西
村
氏
が
不
審
が
ら
れ

て
い
る
が
、
若
し
本
文
書
の
田
籍
が
屯
田
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
直
ち
に

解
決
が
つ
く
。

　
西
村
氏
は
更
に
本
書
三
下
五
頁
に
お
い
て
、
欠
田
文
書
、
即
ち
給
田
す
べ
く

し
て
ま
だ
給
田
し
な
い
土
地
関
係
文
書
は
、
丁
中
を
と
く
に
主
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
退
田
し
た
曹
定
徳
な
る
春
は
遠
役
に
赴
い
た
と
想

像
さ
れ
る
人
物
な
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
い
る
が
、
受
田
者
怯
兵
役
凝
望
岩
、
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即
ち
屯
丁
で
お
る
と
す
れ
ば
㍉
こ
の
点
も
理
解
が
っ
く
。
そ
こ
で
次
の
仮
説
が

成
立
す
る
。

　
〔
仮
説
三
〕
　
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
給
田
は
、
令
制
中
の
均
田
法
に
よ
っ
た
も

の
で
な
く
、
同
じ
屯
田
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
　
均
田
法
と
屯
田
法
と
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
っ
た
か

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
三
濁
魏
の
屯
田
法
が
、
晋
の
課
田
法
に
な
り
、
そ
れ
が
北

魏
階
唐
の
均
田
法
と
な
っ
た
こ
と
を
度
々
述
べ
て
き
た
。
即
ち
屯
田
法
は
均
田

法
の
舞
法
な
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
現
今
の
課
題
と
し
て
の
屯
田
法
は
均
田
法
と

ど
ん
な
相
対
関
係
に
お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
由
来
屯
田
法
は
他
の
土
地
法
と
相
魅
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
関
係

史
料
は
青
山
定
雄
氏
「
樋
代
の
屯
田
と
営
田
」
注
2
2
に
集
め
ら
れ
て
い
る
（
『
史

学
雑
誌
』
策
六
＋
三
編
纂
一
節
四
八
頁
）
。
こ
の
中
に
旧
唐
愛
甲
九
八
手
元
紘

俵
中
の
彼
の
語
を
引
き
、

　
若
置
屯
田
。
即
須
公
私
相
場
。

と
あ
り
、
ま
た
冊
府
元
亀
巻
四
九
七
、
開
元
八
年
の
詔
に
、

　
其
屯
田
内
。
先
有
薔
姓
捷
修
築
地
。
単
寧
召
神
主
。
亦
量
准
頃
畝
捌
還
。

と
あ
る
な
ど
は
、
屯
田
が
他
の
土
地
を
侵
占
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　
本
書
の
中
で
西
耕
元
佑
氏
は
、
退
田
文
害
に
は
永
業
の
記
載
あ
る
も
の
が
、

給
田
文
書
に
は
聖
業
の
字
が
消
え
て
了
う
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
均
田
法
が
屯
田
法
に
切
り
か
え
ら
れ
て
行
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
永
業
田
の
規
定
は
恐
ら
く
均
田
法
独
特
の
も
の
で
、
屯
田
法

に
は
存
在
す
ま
い
と
思
わ
れ
る
か
牡
で
あ
る
。
そ
し
て
蓬
田
、
つ
い
で
給
田
の

際
に
一
旦
永
業
の
字
が
消
え
る
と
、
も
う
そ
の
ま
ま
消
減
し
て
了
う
の
で
あ
る
。

屯
田
法
の
給
田
は
、
強
い
て
欝
え
ば
凡
て
が
口
分
田
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
西

村
氏
の
説
の
如
く
で
あ
る
。

　
本
書
一
八
六
頁
に
お
い
て
西
嶋
氏
は
、
永
業
田
の
剰
退
と
あ
る
に
注
鼠
さ
れ
、

　
「
こ
の
こ
と
は
通
常
の
永
業
田
の
規
定
か
ら
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、

高
畠
察
の
実
例
か
ら
発
冤
さ
れ
た
特
異
な
現
象
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
均
田
法
か
ら
屯
田
法
へ
の
移
行
と
す
れ
ば

解
釈
が
つ
く
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
交
書
は
益
々
均
田
文
書

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
仮
説
が
繊
現
す
る
。

　
〔
仮
説
四
〕
　
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
は
屯
田
文
書
で
あ
り
、
従
来
こ
の
地
に
行
わ

れ
て
い
た
均
田
法
は
、
次
第
に
屯
田
法
の
中
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
の
点
で
私
の
仮
説
は
、
本
書
の
著
者
諸
氏
の
高
説
と
非
常
に
違
っ
て
き
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
私
の
説
は
、
具
体
的
な
文
書
調
査
は
凡
て
著
者
諸
氏
の
労
に

画
よ
つ
た
も
の
で
、
い
ね
ゆ
る
他
人
の
牛
勢
で
法
事
す
る
の
類
で
あ
る
。
ま
た
本

書
以
外
に
、
な
お
未
発
表
の
文
書
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
、
私
は
別
に
自
説

を
強
く
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
与
え
ら
れ
た
る
史
料
の
利
運
の
方
法
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に
よ
っ
て
は
、
ず
い
分
違
っ
た
結
論
も
成
立
し
う
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
只

一
つ
の
解
釈
ば
か
り
を
固
執
し
て
先
入
見
を
守
っ
て
い
て
は
学
問
の
進
歩
は
望

ま
れ
な
い
。
思
い
切
っ
て
大
阻
な
仮
説
な
立
て
る
と
共
に
、
仮
説
は
ど
こ
ま
で

も
仮
説
と
し
て
、
事
実
と
の
聞
に
厳
格
な
一
線
を
剥
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
周
藤
吉
之
氏
が
取
扱
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
一
人
交
書
は
主
に
則
天
武
后
時
代

の
も
の
で
、
田
籍
文
書
と
は
種
類
性
質
を
異
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
佃
入
文

書
の
意
味
す
る
も
の
が
、
琉
が
年
来
主
彊
す
る
、
中
国
の
佃
戸
制
（
1
1
中
世
農

奴
制
）
は
宋
代
に
成
立
し
た
と
い
う
説
と
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
か
は
｝
向
に

聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
立
入
つ
た
批
評
を
差
控
え
る
が
、
只
一
、
二

黛
の
つ
い
た
こ
と
を
申
そ
う
な
ら
ば
、
土
地
所
有
者
の
0
湯
平
、
周
楼
観
が
個

入
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
道
観
で
あ
ろ
・
）
。
湯
の
字
は

闇
凶
版
十
一
、
　
一
二
、
　
ゴ
ご
ハ
一
口
写
文
凱
口
の
写
論
奥
に
よ
る
と
、
　
或
い
は
陽
と
咄
碗
ふ
む
べ
き

か
も
知
れ
な
い
。
果
し
て
然
ら
ば
洞
陽
観
と
で
も
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
人
名
奴
集
聚
の
奴
は
姓
で
あ
る
と
思
う
。
中
国
に
は
奴
と
い
う
姓
が
あ
り
、

麓
州
府
六
合
県
の
幽
身
だ
と
称
し
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
私
の
仮
説
は
、
結
論
と
し
て
は
或
い
は
聞
違
っ
て
い
る
か
も

知
れ
ぬ
が
、
方
法
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
歴
史
学
は
単
に
考
証
・
認

識
の
学
問
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
評
価
の
学
問
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
評
価
の
根
抵
に
は
数
燈
が
あ
る
。
歴
史
家
は
従
っ
て
数
鍛
に
敏
感
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
の
頃
、
歴
兜
学
に
も
統
計
学
的
方
法
の
筆
入
が
必
要
な

こ
と
を
感
じ
て
い
る
が
、
ま
だ
統
計
学
の
勉
強
に
着
手
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

・
居
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
本
稿
を
作
成
す
る
に
は
全
然
闇
に
あ
わ
な
か
っ
た
こ
と
を

白
状
す
る
。
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’1〈orea，　and　helped　them　secretly　to　cause　a’ 唐?ｒｉｏｕｓ　revolt　at　the　end

of　Pecember，　1884．

　　After　this　revolt，　fnoue　iefs　Japan　for　Korea　to　talk　peace　with

1’Korea　difectly，　and　refused　to　invite　any　Chinese　othciai　td　attend

’theit　conference，　whlch　rrieant　that　the　Japanese　Governmenf　reco一

／gnized　1〈orea　asi　a　practically　independent　state．　Although　China　．stre一

’nously　femonstrated　on　the　question　of　Korea，　she，　＄till　recovering

’from　the　Sino－French　war，　was　afraid　to　force　Japan　．一to　be　a　new　’

・enemy　in　Asia．　The　inflgence　of　Korea’s　revolt　＄eenis　to　have　given

：a’@lot　of　trottble　to　Li　ffung－chang，　and　pressed　him　to　conclude　peace

with　France　as　soon　as　possible．　Actually，　during　the　Sino－French　wac　r

’in　1884，　laoue　changed　his　peace　foreign　policy，　not　only　showing　his

’intention　to　enter　into　an　alliance　with　France　to　rise　Japan’s　inter－

national　position，　but　also　restraining　China　from　extending　her　power

sovei’　1〈otea．　ln　fact，　it　was　a　policy　which　1〈liled　two　blrds　with．one

：stone．

On　Nature　of　the　t‘ien．t‘u田土DocumeRts

　　　　　　　　　　Discovered　in　Turfan

　　　　　　　by

Ichisada　Miyazaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　The　documenSs　on　land，　discovered廊d　brought　by　the　Otani大谷

’exploration　party　in　Turfan　in　the　early　years　of　Taish6，　have　now

．been沁vestigated　and　arranged　by　the　monographs　of　Mr．　Sadao
入砿sんゴが飛α　西“国定蟹三　and　Genyitノ＞1’slzimura　西木寸元佑，　pul〕1ished　in　‘In一

狽窒盾р浮モ狽奄盾氏@and　Monographical　Remarks　on　Socね圭　and　Economical．

’Sys毛em　in　the　T’ang　Erεしbased　upon　Chinse　Fragmentary　M：a取uscripむs・

?ｒｏｍ　Tunhuang　and　Turfaガ．王wonder　if　these　documenむs　wer母the

，01z伽一t‘ien均田documents，　as　they　insisted．　At蝕st　by　researclaing

the　wOfds，　ch‘ang－t‘ien常田，御一t‘ien部躍and　Pu－t‘ien　isan－i部田三易，

’in　the　documents，　I　supposed　each　should癒eεしn　lhnd　of　a．　crop　f◎r　a

．ye段r，　two　years　and　thfee　years；and　the葺the　land　delivery　amount

per　ting丁in　these　documents　should　be　5　mou畝of　ch‘angt‘ien
land　10　f？1011　0f　Pu－t‘ien　2m6unt　to　15　卿。π　oゴ　5　mou　of　eh‘ang－t‘ien．

：and　15　mou　of　pu－t‘ien　sαn－i，　amount　to　20　mott，　10　7πo％　of　ch‘αng一

．．t‘ien　in　eaCh　CaSe．　I　Came　tO　thiS　COnCIUS圭On　that．’th圭S　deliVery照S

．based　on　t‘㈱一t‘ien屯田　system，　not　on．o乃伽一彦‘ien　system．　Perhaps

the　transition　from　chab’n－t‘ien　syste皿to　．舌‘un－t‘ien　syste盤was　i職

．progress　in　Turfan　in　the　middle　of撫e　eighth　century。
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